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2021

11.１
第82号
香川県宇多津町うたづ議会だより

定例会「令和２年度一般会計歳入歳出決算認定」ほか
委員会審議「少子化対策」「学校管理費」ほか
町政を問う「改めて新型コロナ対策を」ほか

5

2

6

　
昔
も
今
も
暮
ら
し
の
中
に
、
犬
や
猫

な
ど
は
身
近
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
ば
に
い
る
だ
け
で
私
た
ち
の

心
に
寄
り
添
っ
て
気
持
ち
を
和
ら
げ
た

り
、
心
和
む
空
間
を
自
然
に
創
り
出
し
、

自
然
に
家
族
の
一
員
に
な
り
、
い
つ
の

間
に
か
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
は
ひ
と
り
散
歩
の
と
き
、

た
ま
に
は
犬
と
一
緒
に
散
歩
を
し
て
、

秋
か
ら
冬
へ
と
季
節
が
移
り
変
わ
っ
て

い
く
11
月
（
霜
月
）
の
自
然
の
風
を
感

じ
る
こ
と
で
違
っ
た
風
景
（
紅
葉
）
も

観
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
ス
ト
レ
ス

解
消
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
　
　
　
　
　
　
（
大
黒
　
一
也
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長
　
井
上
　
弘
治

副
委
員
長
　
大
黒
　
一
也
　

委
　  

員
　
神
出
　
佳
宏
　

委
　  

員
　
水
本
冨
美
子

委
　  

員
　
港
　
　
一
紫

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

宇多津町議会から国へ意見書

ツワブキは、海沿いの草原や崖などに自生するキク科の植物です。

花言葉は「困難に負けない」

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
                     地方税財源の充実を求める意見書

　新型コロナウイルス感染症対策や財政需要の増加が見込まれる社会
保障等への対応に迫られている中、地方財政は来年度においても巨額
の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。地方自治体に
おいては、感染症対策はもとより地方創生、雇用対策、防災・減災対
策などの実現とともに、社会保障などの対応に迫られており、このた
めには地方税財源の充実が不可欠である。

　国においては、令和４年度地方財政対策や地方税制改正に向け、確
実に実現されるよう強く要望する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇多津町議会
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定
例
会
報
告

臨
時
会
報
告

定
例
会
報
告

第
４
回
臨
時
会

　
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
は
令
和
３
年
９
月
10
日
か
ら

９
月
22
日
の
13
日
間
で
開
催
さ
れ
、
認
定
６
件
、
議
案
６

件
、
議
員
発
議
１
件
の
計
13
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
慎
重

に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
通
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
第
４
回
臨
時
会
は
令
和
３
年
10
月
13
日
の
１
日
限
り
で

開
催
さ
れ
、
議
案
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

①
令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
全
会
一
致
で
承
認

　
令
和
２
年
度
は
前
年
度
比
で
歳
入
が
約
14
．
８
億
円
、

歳
出
が
約
14
億
円
増
加
で
あ
っ
た
。
主
な
理
由
は
１
人
10

万
円
の
特
別
定
額
給
付
金
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
事
業
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
国
か
ら
の
補

助
金
で
大
半
充
当
さ
れ
た
。

②
宇
多
津
町
土
地
開
発
公
社
の
解
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

　
計
画
的
な
公
共
用
地
等
の
取
得
、
管
理
、
処
分
を
行
っ

て
き
た
土
地
開
発
公
社
は
、
平
成
24
年
度
を
最
後
に
土
地

の
先
行
取
得
を
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
平
成
30
年
度
に
最

後
の
保
有
土
地
を
町
に
売
却
し
、
現
在
保
有
す
る
土
地
も

な
い
。
今
後
も
収
用
予
定
の
土
地
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
予

算
は
臨
時
会
の
補
正
予
算
な
ど
で
迅
速
に
対
応
可
能
な
こ

と
か
ら
土
地
開
発
公
社
を
解
散
す
る
。

③
発
議
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対

処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

①
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
予
算
第
４
号
）

　
　
　
（
１
９
７
１
万
７
０
０
０
円
）
全
会
一
致
で
可
決

　
国
が
令
和
２
年
度
分
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
令
和
３
年
度
に
繰
り
越
し
。

学
校
・
教
育
施
設
の
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
触
媒
塗
布
事
業

な
ど
。

②
令
和
３
年
度
町
営
新
町
団
地
外
部
改
修
工
事
請
負

変
更
契
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

　
工
事
中
に
各
階
に
更
な
る
劣
化
が
認
め
ら
れ
た
為
、
廊

下
・
バ
ル
コ
ニ
ー
へ
の
防
水
対
策
の
工
事
費
を
増
額
。
外

壁
面
・
軒
天
の
詳
細
調
査
に
よ
り
工
事
費
の
減
額
調
査
を

行
っ
た
。

●
一
般
会
計
　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
認
定

　
歳
入
　
93
億
１
５
３
９
万
２
６
６
８
円

　
歳
出
　
87
億
８
５
８
６
万
３
７
０
０
円

　
歳
入
の
主
な
構
成
比
率
は
、
国
庫
支
出
金
32
．
１

％
、
町
税
31
．
０
％
、
県
支
出
金
６
．
６
％
、
地
方

交
付
税
６
．
１
％
、
繰
入
金
５
．
８
％
、
繰
越
金
４
．

８
％
、
地
方
消
費
税
交
付
金
４
．
７
％
等
で
あ
る
。

　
歳
入
の
う
ち
町
税
の
収
納
状
況
は
、
全
体
で
28
億

８
３
６
１
万
６
３
４
円
（
対
前
年
度
比
８
４
１
７
万

３
３
４
８
円
、
２
．
８
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。
主

と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
固

定
資
産
税
な
ど
の
徴
収
猶
予
が
要
因
で
あ
る
。
ま
た
、

感
染
症
に
係
る
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
補
助
金

等
に
よ
り
国
庫
支
出
金
が
、
29
億
９
１
３
２
万
８
８

５
１
円
と
な
り
対
前
年
度
比
186
．
０
％
増
と
な
っ
て

い
る
。

　
歳
出
の
主
な
構
成
比
率
は
、
総
務
費
34
．
５
％
、

民
生
費
30
．
１
％
、
教
育
費
10
．
２
％
、
公
債
費
６
．

９
％
、
衛
生
費
６
．
４
％
等
で
、
前
年
度
に
比
べ
総

務
費
の
17
億
６
９
０
０
万
７
７
３
１
円
を
は
じ
め
、

公
債
費
、
衛
生
費
、
農
林
水
産
業
費
、
民
生
費
等
が

増
額
と
な
っ
て
い
る
。
歳
出
の
性
質
別
の
主
な
構
成

比
率
は
、
補
助
費
等
29
．
１
％
、
扶
助
費
16
．
６
％
、

人
件
費
13
．
７
％
、
物
件
費
12
．
８
％
等
で
あ
っ
た
。 第

３
回
定
例
会

主
な
内
容

主
な
内
容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
財
政
需
要
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
社
会
保
障
等
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
お

り
、
地
方
税
財
源
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め

国
に
お
け
る
令
和
４
年
度
地
方
財
政
対
策
や
地
方
税
制
改

正
に
向
け
、
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
た
め
意
見
書

を
提
出
す
る
。

令
和
２
年
度
の
決
算
審
査
の
結
果

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計   

全
会
一
致
で
認
定

　
歳
入
　
14
億
９
９
４
６
万
８
６
８
７
円

　
歳
出
　
14
億
１
２
９
２
万
５
５
７
２
円

　
徴
収
率
は
、
現
年
度
ベ
ー
ス
で
、
92
．
６
％
（
対

前
年
度
比
１
．
０
ポ
イ
ン
ト
改
善
）
。
受
益
者
負
担

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
一
層
の
徴
収
率
の
向
上
に

努
め
ら
れ
た
い
。

　
保
険
給
付
費
は
、
前
年
度
と
比
べ
被
保
険
者
１
人

当
た
り
の
費
用
額
は
１
万
６
６
５
２
円
の
減
と
な
り
、

全
体
と
し
て
３
９
３
２
万
４
２
６
２
円
減
（
対
前
年

度
比
３
．
９
％
減
）
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計
　      

全
会
一
致
で
認
定

　
歳
入
　
11
億
90
万
６
７
０
８
円

　
歳
出
　
10
億
27
万
６
０
８
９
円

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
４
２
０
６
万
６

３
６
１
円
増
。
歳
出
に
つ
い
て
は
、
構
成
比
率
90
．

３
％
を
占
め
る
保
険
給
付
費
が
１
１
８
０
万
７
８
１

８
円
減
。
介
護
認
定
者
は
増
加
し
た
が
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
費
の
減
な
ど
に
よ
り
保
険
給
付
費
は
減
額
と
な

っ
た
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計  

全
会
一
致
で
認
定

　
歳
入
　
２
億
２
１
１
万
８
０
８
５
円

　
歳
出
　
１
億
９
６
６
４
万
７
７
０
２
円

　
被
保
険
者
数
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
が
、

歳
入
歳
出
総
額
は
、
と
も
に
増
額
と
な
り
、
被
保
険
者
一
人

当
た
り
の
保
険
料
や
医
療
費
は
増
と
な
っ
た
。
本
制
度
は
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
保
険
で
あ
り
、
一
人
当

た
り
の
医
療
費
は
国
民
健
康
保
険
と
比
較
す
る
と
２
倍
以
上

の
高
額
と
な
っ
て
い
る
。

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
　            

全
会
一
致
で
認
定

　
歳
入
　
９
億
５
０
５
７
万
７
６
３
円

　
歳
出
　
９
億
３
０
６
１
万
３
３
１
０
円

　
令
和
２
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
は
88
．
１
％
、
水
洗
化

率
は
91
．
７
％
で
、
普
及
率
は
処
理
区
域
外
人
口
の
増
加
に

よ
り
０
．
７
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
水
洗
化
率
は
０
．
４
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
た
。

　
庁
舎
駐
車
場
内
の
雨
水
貯
留
槽
設
置
事
業
等
の
実
施
に
よ

り
、
下
水
道
事
業
費
が
２
億
５
６
０
５
万
８
９
０
５
円
（
対

前
年
度
比
59
．
８
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
内
容
も
災

害
対
策
や
維
持
改
修
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

●
は
な
の
森
墓
地
公
苑
整
備
事
業
特
別
会
計

　                                          

全
会
一
致
で
認
定

　
歳
入
　
６
９
７
３
万
８
６
８
７
円

　
歳
出
　
６
９
５
９
万
２
６
０
３
円

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
本
会
計
の
町
債
を
繰
り
上
げ
て
完
済

す
る
た
め
の
財
源
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
た
め
、
繰

入
金
６
１
３
４
万
円
の
増
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
繰
り
上
げ
償
還
の
た
め
公
債
費
が
５

９
８
９
万
１
８
９
円
の
増
。
こ
れ
に
よ
り
、
令
和
３
年
３
月

で
町
債
の
償
還
は
終
了
し
事
業
費
が
縮
小
す
る
こ
と
か
ら
、

令
和
２
年
度
を
も
っ
て
当
該
会
計
は
廃
止
に
な
っ
た
。
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定
例
会
報
告

臨
時
会
報
告

定
例
会
報
告

第
４
回
臨
時
会

　
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
は
令
和
３
年
９
月
10
日
か
ら

９
月
22
日
の
13
日
間
で
開
催
さ
れ
、
認
定
６
件
、
議
案
６

件
、
議
員
発
議
１
件
の
計
13
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
慎
重

に
審
議
し
た
結
果
、
原
案
通
り
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
第
４
回
臨
時
会
は
令
和
３
年
10
月
13
日
の
１
日
限
り
で

開
催
さ
れ
、
議
案
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

①
令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
全
会
一
致
で
承
認

　
令
和
２
年
度
は
前
年
度
比
で
歳
入
が
約
14
．
８
億
円
、

歳
出
が
約
14
億
円
増
加
で
あ
っ
た
。
主
な
理
由
は
１
人
10

万
円
の
特
別
定
額
給
付
金
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
事
業
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
国
か
ら
の
補

助
金
で
大
半
充
当
さ
れ
た
。

②
宇
多
津
町
土
地
開
発
公
社
の
解
散

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

　
計
画
的
な
公
共
用
地
等
の
取
得
、
管
理
、
処
分
を
行
っ

て
き
た
土
地
開
発
公
社
は
、
平
成
24
年
度
を
最
後
に
土
地

の
先
行
取
得
を
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
平
成
30
年
度
に
最

後
の
保
有
土
地
を
町
に
売
却
し
、
現
在
保
有
す
る
土
地
も

な
い
。
今
後
も
収
用
予
定
の
土
地
も
な
く
、
こ
れ
ら
の
予

算
は
臨
時
会
の
補
正
予
算
な
ど
で
迅
速
に
対
応
可
能
な
こ

と
か
ら
土
地
開
発
公
社
を
解
散
す
る
。

③
発
議
　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
に
対

処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

①
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
予
算
第
４
号
）

　
　
　
（
１
９
７
１
万
７
０
０
０
円
）
全
会
一
致
で
可
決

　
国
が
令
和
２
年
度
分
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
令
和
３
年
度
に
繰
り
越
し
。

学
校
・
教
育
施
設
の
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
触
媒
塗
布
事
業

な
ど
。

②
令
和
３
年
度
町
営
新
町
団
地
外
部
改
修
工
事
請
負

変
更
契
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

　
工
事
中
に
各
階
に
更
な
る
劣
化
が
認
め
ら
れ
た
為
、
廊

下
・
バ
ル
コ
ニ
ー
へ
の
防
水
対
策
の
工
事
費
を
増
額
。
外

壁
面
・
軒
天
の
詳
細
調
査
に
よ
り
工
事
費
の
減
額
調
査
を

行
っ
た
。

●
一
般
会
計
　
　
　
　
　
　
　
全
会
一
致
で
認
定

　
歳
入
　
93
億
１
５
３
９
万
２
６
６
８
円

　
歳
出
　
87
億
８
５
８
６
万
３
７
０
０
円

　
歳
入
の
主
な
構
成
比
率
は
、
国
庫
支
出
金
32
．
１

％
、
町
税
31
．
０
％
、
県
支
出
金
６
．
６
％
、
地
方

交
付
税
６
．
１
％
、
繰
入
金
５
．
８
％
、
繰
越
金
４
．

８
％
、
地
方
消
費
税
交
付
金
４
．
７
％
等
で
あ
る
。

　
歳
入
の
う
ち
町
税
の
収
納
状
況
は
、
全
体
で
28
億

８
３
６
１
万
６
３
４
円
（
対
前
年
度
比
８
４
１
７
万

３
３
４
８
円
、
２
．
８
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
。
主

と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
固

定
資
産
税
な
ど
の
徴
収
猶
予
が
要
因
で
あ
る
。
ま
た
、

感
染
症
に
係
る
特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
補
助
金

等
に
よ
り
国
庫
支
出
金
が
、
29
億
９
１
３
２
万
８
８

５
１
円
と
な
り
対
前
年
度
比
186
．
０
％
増
と
な
っ
て

い
る
。

　
歳
出
の
主
な
構
成
比
率
は
、
総
務
費
34
．
５
％
、

民
生
費
30
．
１
％
、
教
育
費
10
．
２
％
、
公
債
費
６
．

９
％
、
衛
生
費
６
．
４
％
等
で
、
前
年
度
に
比
べ
総

務
費
の
17
億
６
９
０
０
万
７
７
３
１
円
を
は
じ
め
、

公
債
費
、
衛
生
費
、
農
林
水
産
業
費
、
民
生
費
等
が

増
額
と
な
っ
て
い
る
。
歳
出
の
性
質
別
の
主
な
構
成

比
率
は
、
補
助
費
等
29
．
１
％
、
扶
助
費
16
．
６
％
、

人
件
費
13
．
７
％
、
物
件
費
12
．
８
％
等
で
あ
っ
た
。 第

３
回
定
例
会

主
な
内
容

主
な
内
容

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
や
財
政
需
要
の
増

加
が
見
込
ま
れ
る
社
会
保
障
等
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
て
お

り
、
地
方
税
財
源
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た
め

国
に
お
け
る
令
和
４
年
度
地
方
財
政
対
策
や
地
方
税
制
改

正
に
向
け
、
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求
め
る
た
め
意
見
書

を
提
出
す
る
。

令
和
２
年
度
の
決
算
審
査
の
結
果

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計   

全
会
一
致
で
認
定

　
歳
入
　
14
億
９
９
４
６
万
８
６
８
７
円

　
歳
出
　
14
億
１
２
９
２
万
５
５
７
２
円

　
徴
収
率
は
、
現
年
度
ベ
ー
ス
で
、
92
．
６
％
（
対

前
年
度
比
１
．
０
ポ
イ
ン
ト
改
善
）
。
受
益
者
負
担

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
一
層
の
徴
収
率
の
向
上
に

努
め
ら
れ
た
い
。

　
保
険
給
付
費
は
、
前
年
度
と
比
べ
被
保
険
者
１
人

当
た
り
の
費
用
額
は
１
万
６
６
５
２
円
の
減
と
な
り
、

全
体
と
し
て
３
９
３
２
万
４
２
６
２
円
減
（
対
前
年

度
比
３
．
９
％
減
）
。

●
介
護
保
険
特
別
会
計
　      

全
会
一
致
で
認
定

　
歳
入
　
11
億
90
万
６
７
０
８
円

　
歳
出
　
10
億
27
万
６
０
８
９
円

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
全
体
と
し
て
４
２
０
６
万
６

３
６
１
円
増
。
歳
出
に
つ
い
て
は
、
構
成
比
率
90
．

３
％
を
占
め
る
保
険
給
付
費
が
１
１
８
０
万
７
８
１

８
円
減
。
介
護
認
定
者
は
増
加
し
た
が
、
施
設
サ
ー

ビ
ス
費
の
減
な
ど
に
よ
り
保
険
給
付
費
は
減
額
と
な

っ
た
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計  
全
会
一
致
で
認
定

　
歳
入
　
２
億
２
１
１
万
８
０
８
５
円

　
歳
出
　
１
億
９
６
６
４
万
７
７
０
２
円

　
被
保
険
者
数
は
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
が
、

歳
入
歳
出
総
額
は
、
と
も
に
増
額
と
な
り
、
被
保
険
者
一
人

当
た
り
の
保
険
料
や
医
療
費
は
増
と
な
っ
た
。
本
制
度
は
、

75
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
す
る
医
療
保
険
で
あ
り
、
一
人
当

た
り
の
医
療
費
は
国
民
健
康
保
険
と
比
較
す
る
と
２
倍
以
上

の
高
額
と
な
っ
て
い
る
。

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
　            

全
会
一
致
で
認
定

　
歳
入
　
９
億
５
０
５
７
万
７
６
３
円

　
歳
出
　
９
億
３
０
６
１
万
３
３
１
０
円

　
令
和
２
年
度
末
の
下
水
道
普
及
率
は
88
．
１
％
、
水
洗
化

率
は
91
．
７
％
で
、
普
及
率
は
処
理
区
域
外
人
口
の
増
加
に

よ
り
０
．
７
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
、
水
洗
化
率
は
０
．
４
ポ
イ

ン
ト
増
加
し
た
。

　
庁
舎
駐
車
場
内
の
雨
水
貯
留
槽
設
置
事
業
等
の
実
施
に
よ

り
、
下
水
道
事
業
費
が
２
億
５
６
０
５
万
８
９
０
５
円
（
対

前
年
度
比
59
．
８
％
増
）
と
な
っ
て
い
る
。
事
業
内
容
も
災

害
対
策
や
維
持
改
修
の
比
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

●
は
な
の
森
墓
地
公
苑
整
備
事
業
特
別
会
計

　                                          

全
会
一
致
で
認
定

　
歳
入
　
６
９
７
３
万
８
６
８
７
円

　
歳
出
　
６
９
５
９
万
２
６
０
３
円

　
歳
入
に
つ
い
て
は
、
本
会
計
の
町
債
を
繰
り
上
げ
て
完
済

す
る
た
め
の
財
源
を
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
た
め
、
繰

入
金
６
１
３
４
万
円
の
増
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
繰
り
上
げ
償
還
の
た
め
公
債
費
が
５

９
８
９
万
１
８
９
円
の
増
。
こ
れ
に
よ
り
、
令
和
３
年
３
月

で
町
債
の
償
還
は
終
了
し
事
業
費
が
縮
小
す
る
こ
と
か
ら
、

令
和
２
年
度
を
も
っ
て
当
該
会
計
は
廃
止
に
な
っ
た
。
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合
同
委
員
会
・
総
務
建
設
常
任
委
員
会
・
教
育
民
生
常
任
委
員
会 町政を問う町政を問う

議
員
の
賛
否

町
政
を
問
う

審　議　案　件

議

　
　
　
　案

議
長
は
可
否
同
数
の
時
の
み
、
裁
決
を
行
う

第４回臨時会

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

第３回定例会 ◯は賛成、×は反対、欠は欠席、△は採決退席

発
議

認

　
　
　
　定

審　議　案　件

議

　案

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

令和３年度宇多津町一般会計補正予算（第４号）

令和３年度町営新町団地外部改修工事請負変更契約の締結

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

令和２年度宇多津町一般会計歳入歳出決算認定

令和３年度宇多津町一般会計補正予算（第３号）

宇多津町個人情報保護条例の一部を改正する条例

宇多津町行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す
る条例

宇多津町手数料条例の一部を改正する条例

宇多津町土地開発公社の解散

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書　

令和２年度宇多津町はなの森墓地公苑整備事業特別会
計歳入歳出決算認定

令和３年度宇多津町介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和２年度宇多津町下水道事業特別会計歳入歳出決算
認定　

令和２年度宇多津町後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算認定

令和２年度宇多津町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

令和２年度宇多津町国民健康保険特別会計歳入歳出決
算認定

学校管理費 日本語指導方法は
　工事修繕はどの学校の何を修繕す
るのか？
　宇多津小学校のジャングルジムの
取り替え。北小学校はエレベーター
の修繕工事である。

教育委員会

Q

A

地籍調査
　構成図の登記の際の費用負担は？

　地籍調査にかかる登記費用は行政
が負担する。（名義変更などの権利
異動は除く）

Q

A

人口減少、少子化対策は
　出生者が200人から令和2年度
は177人と減少している。人口減、
少子化対策は？

　人口減少には危機感を感じている。
全課から選任したメンバーで構成さ
れた人口減少対策プロジェクトを設
置し、課題に対する取組みを検討す
るなど力をいれている。

地域整備課

マンホールの耐震化
　耐震化はあとどれくらいかかるの
か。
　特に重要な町内の避難所４か所か
らの下水幹線についての耐震化は令
和３年度で終了する予定。（避難所
は宇小、北小、宇中、保健センター）
　

Q

A

地域整備課

交通安全対策特別交付金
　この交付金の原資と目的は？

　交通違反・反則金を原資として有
効な交通対策に充てる交付金である。

Q

A

地域整備課

町　長

Q

A

合同委員会・総務建設常任委員会

教育民生常任委員会

　日本語指導の具体的な指導方法は？

　授業中、その児童生徒の横で支援
を行う場合や別室で個別に学習支援
を行う場合がある。会話は日本語、
英語又は母語で行っている。

教育委員会

Q

A

少子化対策少子化対策

・生涯学習講座の充実を
・公園や歩道の維持管理は

・抗原検査簡易キット等の導入を　

・認知症行方不明者の発見ネットワークを
・ハザードマップの内容の周知を

・住宅改修費と福祉用具購入費を受領
　委任払いに
・手話言語条例等の制定を

・災害時の非常食にゼリー飲料の備蓄を
・登下校時の並進、指導注意は

・レンタサイクル事業実績は

・改めて新型コロナウイルス対策を

・空き家対策モデル事業について井上　弘治

西本　祐子

濵中　保夫

大松喜次郎

藍川佳津樹

神出　佳宏

水本冨美子

大黒 一也

（一般質問の件名）
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合
同
委
員
会
・
総
務
建
設
常
任
委
員
会
・
教
育
民
生
常
任
委
員
会 町政を問う町政を問う

議
員
の
賛
否

町
政
を
問
う

審　議　案　件

議

　
　
　
　案

議
長
は
可
否
同
数
の
時
の
み
、
裁
決
を
行
う

第４回臨時会

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

第３回定例会 ◯は賛成、×は反対、欠は欠席、△は採決退席

発
議

認

　
　
　
　定

審　議　案　件

議

　案

神出 水本 港 大黒 井上 西本 濵中 大松 宮本 藍川

令和３年度宇多津町一般会計補正予算（第４号）

令和３年度町営新町団地外部改修工事請負変更契約の締結

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

令和２年度宇多津町一般会計歳入歳出決算認定

令和３年度宇多津町一般会計補正予算（第３号）

宇多津町個人情報保護条例の一部を改正する条例

宇多津町行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用
及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す
る条例

宇多津町手数料条例の一部を改正する条例

宇多津町土地開発公社の解散

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の
充実を求める意見書　

令和２年度宇多津町はなの森墓地公苑整備事業特別会
計歳入歳出決算認定

令和３年度宇多津町介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和２年度宇多津町下水道事業特別会計歳入歳出決算
認定　

令和２年度宇多津町後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算認定

令和２年度宇多津町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

令和２年度宇多津町国民健康保険特別会計歳入歳出決
算認定

学校管理費 日本語指導方法は
　工事修繕はどの学校の何を修繕す
るのか？
　宇多津小学校のジャングルジムの
取り替え。北小学校はエレベーター
の修繕工事である。

教育委員会

Q

A

地籍調査
　構成図の登記の際の費用負担は？

　地籍調査にかかる登記費用は行政
が負担する。（名義変更などの権利
異動は除く）

Q

A

人口減少、少子化対策は
　出生者が200人から令和2年度
は177人と減少している。人口減、
少子化対策は？

　人口減少には危機感を感じている。
全課から選任したメンバーで構成さ
れた人口減少対策プロジェクトを設
置し、課題に対する取組みを検討す
るなど力をいれている。

地域整備課

マンホールの耐震化
　耐震化はあとどれくらいかかるの
か。
　特に重要な町内の避難所４か所か
らの下水幹線についての耐震化は令
和３年度で終了する予定。（避難所
は宇小、北小、宇中、保健センター）
　

Q

A

地域整備課

交通安全対策特別交付金
　この交付金の原資と目的は？

　交通違反・反則金を原資として有
効な交通対策に充てる交付金である。

Q

A

地域整備課

町　長

Q

A

合同委員会・総務建設常任委員会

教育民生常任委員会

　日本語指導の具体的な指導方法は？

　授業中、その児童生徒の横で支援
を行う場合や別室で個別に学習支援
を行う場合がある。会話は日本語、
英語又は母語で行っている。

教育委員会

Q

A

少子化対策少子化対策

・生涯学習講座の充実を
・公園や歩道の維持管理は

・抗原検査簡易キット等の導入を　

・認知症行方不明者の発見ネットワークを
・ハザードマップの内容の周知を

・住宅改修費と福祉用具購入費を受領
　委任払いに
・手話言語条例等の制定を

・災害時の非常食にゼリー飲料の備蓄を
・登下校時の並進、指導注意は

・レンタサイクル事業実績は

・改めて新型コロナウイルス対策を

・空き家対策モデル事業について井上　弘治

西本　祐子

濵中　保夫

大松喜次郎

藍川佳津樹

神出　佳宏

水本冨美子

大黒 一也

（一般質問の件名）
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一
般
質
問

一
般
質
問

原
岡
教
育
次
長

問

問

問 井
原
健
康
増
進
課
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

問 問 谷
川
町
長

　
　
　
　
　
　
保
護
者
や
学

校
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に

よ
る
感
染
防
止
対
策
の
徹
底

な
ど
を
目
的
に
６
月
に
町
立

学
校
（
園
）
の
対
応
基
本
方

針
を
作
成
し
た
。

　
有
効
な
対
策
は
臨
時
休
業

措
置
し
か
な
い
と
い
う
認
識

だ
が
、
学
校
は
学
習
機
会
の

保
障
だ
け
で
な
く
福
祉
的
な

役
割
も
持
つ
。
そ
の
た
め
、

児
童
・
生
徒
だ
け
で
な
く
地

域
の
感
染
状
況
も
踏
ま
え
総

合
的
に
判
断
し
た
い
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
未
だ
猛
威
を
振
る

っ
て
い
る
が
、
改
め
て
感
染

拡
大
の
取
組
が
重
要
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
感
染
拡

大
抑
止
の
取
組
は
。

　
　
保
健
分
野
に
お
い
て
、

日
本
共
産
党
は
い
つ
で
も
誰

で
も
、
何
度
で
も
で
き
る
検

査
を
求
め
る
立
場
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
や
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の

無
料
配
布
で
大
規
模
検
査
を

実
行
す
る
こ
と
を
提
案
す
る

が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
教
育
分
野
に
お
い
て
、

以
前
学
校
で
の
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て

は
ど
う
か
と
提
案
し
た
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。
10

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

改
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を

町
長

　様
々
な
分
野
で
対
策
を
講
じ
て
い
る

　
　
　
　
　
現
在
、
宇
多
津

町
で
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
対
策
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事
業

で
、
10
月
末
ま
で
に
接
種
対

象
の
80
％
の
方
が
２
回
目
の

接
種
を
終
え
る
よ
う
進
め
て

い
る
。

　
町
全
体
の
取
り
組
み
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
本
部
会
議
に
て
施
設
利

用
の
休
止
な
ど
の
感
染
対
策

協
議
、
庁
舎
な
ど
の
感
染
対

策
と
し
て
各
部
屋
に
加
湿
器

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

保
健
福
祉
課
長

　条
例
の
制
定
に
向
け
検
討
す
る

　
　
手
話
は
、
音
声
言
語
で

あ
る
日
本
語
と
異
な
る
言
語

で
あ
り
、
手
や
指
、
体
の
動

き
、
表
情
を
使
っ
て
視
覚
的

に
表
現
す
る
視
覚
言
語
で
あ

る
。
２
０
１
１
年
に
改
正
さ

れ
た
障
害
者
基
本
法
に
お
い

て
、
言
語
に
手
話
を
含
む
と

明
確
に
位
置
付
け
さ
れ
た
。

現
在
、
全
国
に
手
話
言
語
条

例
を
施
行
す
る
自
治
体
が
増

手
話
言
語
条
例
等
の
制
定
を

住
宅
改
修
費
と
福
祉
用
具
購
入
費
を
受
領
委
任
払
い
に

保
健
福
祉
課
長

　町
民
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
す
る

　
　
介
護
保
険
を
利
用
し
て

の
住
宅
改
修
や
、
生
活
を
す

る
う
え
で
必
要
な
福
祉
用
具

を
購
入
す
る
際
に
使
え
る
補

助
制
度
が
あ
る
が
、
現
在
、

償
還
払
い
が
原
則
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
償
還
払
い
は
費

用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
立
て

替
え
て
支
払
う
と
い
う
制
度

え
て
い
る
。
（
令
和
３
年
８

月
現
在
、
４
１
３
自
治
体
）

香
川
県
に
お
い
て
は
、
５
市

制
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

①
　
本
町
に
お
い
て
手
話
の

普
及
及
び
理
解
促
進
の
た
め

の
取
り
組
み
は
。

②
　
聴
覚
障
害
者
へ
の
窓
口

で
の
対
応
は
。

③
「
手
話
言
語
条
例
及
び
情

報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条

　
　
　
　
　
　
　
　
聴
覚
障

害
者
の
方
と
の
意
思
疎
通
を

円
滑
に
す
る
た
め
、
町
は
手

話
奉
仕
員
養
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
現
在
役
場
の
全
て
の
窓
口

に
、
「
耳
マ
ー
ク
」
の
プ
レ

ー
ト
を
設
置
し
、
筆
談
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
的

に
本
人
が
全
額
負
担
せ
ず
に
、

本
人
が
自
己
負
担
分
１
割
か

ら
３
割
部
分
の
み
支
払
い
し
、

町
が
残
り
の
部
分
を
事
業
所

に
支
払
い
を
す
れ
ば
、
経
済

的
負
担
の
軽
減
に
な
る
と
考

え
る
。
現
在
、
香
川
県
内
各

市
町
、
取
り
扱
い
が
分
か
れ

て
い
る
が
、
本
町
に
お
け
る

住
民
ニ
ー
ズ
を
い
く
。

で
あ
る
が
、
利
用
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
と
利
便
性
の

向
上
を
考
え
、
受
領
委
任
払

い
に
し
て
は
ど
う
か
。

る
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
又
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
の
設
置
も
今
後
検
討
し
て

い
く
。

　
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
普

及
啓
発
、
理
解
促
進
を
図
り
、

多
様
性
を
認
め
合
う
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
た
め
、
制
定
に
向
け
て

検
討
し
て
い
く
。

約
」
の
制
定
に
つ
い
て
の
お

考
え
は
。

や
庁
舎
入
り
口
の
非
接
触
型

検
温
器
な
ど
の
各
種
設
置
、

教
育
現
場
で
の
抗
ウ
イ
ル
ス

剤
塗
布
や
リ
モ
ー
ト
教
育
環

境
の
整
備
と
し
て
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
布

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

防
災
行
政
無
線
で
の
町
長
メ

ッ
セ
ー
ジ
や
町
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
な
ど
で
コ
ロ
ナ
関
連
の

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
は
検
体
の
ウ
イ
ル
ス
遺

伝
子
増
幅
の
た
め
、
検
査
機

器
を
保
有
す
る
機
関
で
行
う
。

検
査
が
時
間
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
検
査
業
務
を

増
大
さ
せ
る
と
、
一
刻
も
早

く
検
査
結
果
を
待
つ
方
に
影

響
が
出
る
。
抗
原
検
査
は
30

分
程
度
で
判
定
で
き
る
が
、

無
症
状
の
方
へ
の
精
度
が
高

く
な
い
こ
と
か
ら
、
推
奨
さ

れ
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

町
と
し
て
の
実
施
は
難
し
い

と
考
え
る
。

月
以
降
の
子
ど
も
の
感
染
拡

大
状
況
に
よ
っ
て
は
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
町

教
委
で
判
断
が
求
め
ら
れ
る

場
合
、
学
校
対
策
は
ど
う
考

え
る
か
。
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保
健
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な
ど
そ
れ
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れ
の
役
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に

よ
る
感
染
防
止
対
策
の
徹
底

な
ど
を
目
的
に
６
月
に
町
立

学
校
（
園
）
の
対
応
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本
方

針
を
作
成
し
た
。

　
有
効
な
対
策
は
臨
時
休
業

措
置
し
か
な
い
と
い
う
認
識

だ
が
、
学
校
は
学
習
機
会
の

保
障
だ
け
で
な
く
福
祉
的
な

役
割
も
持
つ
。
そ
の
た
め
、

児
童
・
生
徒
だ
け
で
な
く
地

域
の
感
染
状
況
も
踏
ま
え
総

合
的
に
判
断
し
た
い
。

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
未
だ
猛
威
を
振
る

っ
て
い
る
が
、
改
め
て
感
染

拡
大
の
取
組
が
重
要
に
な
る
。

こ
れ
ま
で
行
わ
れ
た
感
染
拡

大
抑
止
の
取
組
は
。

　
　
保
健
分
野
に
お
い
て
、

日
本
共
産
党
は
い
つ
で
も
誰

で
も
、
何
度
で
も
で
き
る
検

査
を
求
め
る
立
場
で
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
や
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の

無
料
配
布
で
大
規
模
検
査
を

実
行
す
る
こ
と
を
提
案
す
る

が
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
教
育
分
野
に
お
い
て
、

以
前
学
校
で
の
コ
ロ
ナ
感
染

対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て

は
ど
う
か
と
提
案
し
た
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。
10

神出　佳宏　議員
かん で　　 よしひろ

改
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を

町
長

　様
々
な
分
野
で
対
策
を
講
じ
て
い
る

　
　
　
　
　
現
在
、
宇
多
津

町
で
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
る
対
策
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
事
業

で
、
10
月
末
ま
で
に
接
種
対

象
の
80
％
の
方
が
２
回
目
の

接
種
を
終
え
る
よ
う
進
め
て

い
る
。

　
町
全
体
の
取
り
組
み
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
本
部
会
議
に
て
施
設
利

用
の
休
止
な
ど
の
感
染
対
策

協
議
、
庁
舎
な
ど
の
感
染
対

策
と
し
て
各
部
屋
に
加
湿
器

水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ

保
健
福
祉
課
長

　条
例
の
制
定
に
向
け
検
討
す
る

　
　
手
話
は
、
音
声
言
語
で

あ
る
日
本
語
と
異
な
る
言
語

で
あ
り
、
手
や
指
、
体
の
動

き
、
表
情
を
使
っ
て
視
覚
的

に
表
現
す
る
視
覚
言
語
で
あ

る
。
２
０
１
１
年
に
改
正
さ

れ
た
障
害
者
基
本
法
に
お
い

て
、
言
語
に
手
話
を
含
む
と

明
確
に
位
置
付
け
さ
れ
た
。

現
在
、
全
国
に
手
話
言
語
条

例
を
施
行
す
る
自
治
体
が
増

手
話
言
語
条
例
等
の
制
定
を

住
宅
改
修
費
と
福
祉
用
具
購
入
費
を
受
領
委
任
払
い
に

保
健
福
祉
課
長

　町
民
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が
ら
検
討
す
る

　
　
介
護
保
険
を
利
用
し
て

の
住
宅
改
修
や
、
生
活
を
す

る
う
え
で
必
要
な
福
祉
用
具

を
購
入
す
る
際
に
使
え
る
補

助
制
度
が
あ
る
が
、
現
在
、

償
還
払
い
が
原
則
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
償
還
払
い
は
費

用
の
全
額
を
い
っ
た
ん
立
て

替
え
て
支
払
う
と
い
う
制
度

え
て
い
る
。
（
令
和
３
年
８

月
現
在
、
４
１
３
自
治
体
）

香
川
県
に
お
い
て
は
、
５
市

制
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

①
　
本
町
に
お
い
て
手
話
の

普
及
及
び
理
解
促
進
の
た
め

の
取
り
組
み
は
。

②
　
聴
覚
障
害
者
へ
の
窓
口

で
の
対
応
は
。

③
「
手
話
言
語
条
例
及
び
情

報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条

　
　
　
　
　
　
　
　
聴
覚
障

害
者
の
方
と
の
意
思
疎
通
を

円
滑
に
す
る
た
め
、
町
は
手

話
奉
仕
員
養
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
現
在
役
場
の
全
て
の
窓
口

に
、
「
耳
マ
ー
ク
」
の
プ
レ

ー
ト
を
設
置
し
、
筆
談
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
一
時
的

に
本
人
が
全
額
負
担
せ
ず
に
、

本
人
が
自
己
負
担
分
１
割
か

ら
３
割
部
分
の
み
支
払
い
し
、

町
が
残
り
の
部
分
を
事
業
所

に
支
払
い
を
す
れ
ば
、
経
済

的
負
担
の
軽
減
に
な
る
と
考

え
る
。
現
在
、
香
川
県
内
各

市
町
、
取
り
扱
い
が
分
か
れ

て
い
る
が
、
本
町
に
お
け
る

住
民
ニ
ー
ズ
を
い
く
。

で
あ
る
が
、
利
用
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
と
利
便
性
の

向
上
を
考
え
、
受
領
委
任
払

い
に
し
て
は
ど
う
か
。

る
対
応
を
行
っ
て
い
る
。
又
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
の
設
置
も
今
後
検
討
し
て

い
く
。

　
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、

障
害
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
普

及
啓
発
、
理
解
促
進
を
図
り
、

多
様
性
を
認
め
合
う
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
す
も
の
で

あ
る
た
め
、
制
定
に
向
け
て

検
討
し
て
い
く
。

約
」
の
制
定
に
つ
い
て
の
お

考
え
は
。

や
庁
舎
入
り
口
の
非
接
触
型

検
温
器
な
ど
の
各
種
設
置
、

教
育
現
場
で
の
抗
ウ
イ
ル
ス

剤
塗
布
や
リ
モ
ー
ト
教
育
環

境
の
整
備
と
し
て
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配
布

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

防
災
行
政
無
線
で
の
町
長
メ

ッ
セ
ー
ジ
や
町
広
報
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｂ
Ｏ

Ｏ
Ｋ
な
ど
で
コ
ロ
ナ
関
連
の

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
は
検
体
の
ウ
イ
ル
ス
遺

伝
子
増
幅
の
た
め
、
検
査
機

器
を
保
有
す
る
機
関
で
行
う
。

検
査
が
時
間
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
検
査
業
務
を

増
大
さ
せ
る
と
、
一
刻
も
早

く
検
査
結
果
を
待
つ
方
に
影

響
が
出
る
。
抗
原
検
査
は
30

分
程
度
で
判
定
で
き
る
が
、

無
症
状
の
方
へ
の
精
度
が
高

く
な
い
こ
と
か
ら
、
推
奨
さ

れ
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

町
と
し
て
の
実
施
は
難
し
い

と
考
え
る
。

月
以
降
の
子
ど
も
の
感
染
拡

大
状
況
に
よ
っ
て
は
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
町

教
委
で
判
断
が
求
め
ら
れ
る

場
合
、
学
校
対
策
は
ど
う
考

え
る
か
。
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問

一
般
質
問

問 問古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

問

原
岡
教
育
次
長

原
岡
教
育
次
長

問 問

本
田
危
機
管
理
課
主
幹

問 本
田
危
機
管
理
課
主
幹

大黒　一也　議員
だいこく　    かず や

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
実
績
は

ま
ち
づ
く
り
課
長

　順
調
に
推
移
し
て
い
る

　
　
町
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る

が
、
年
度
ご
と
の
利
用
実
績

を
お
聞
き
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
方

創
生
に
か
か
る
事
業
と
し
て

平
成
29
年
度
110
件
。
平
成
30

年
度
243
件
。
令
和
元
年
度
　

468
件
。
令
和
２
年
度
　
465
件
。

順
調
に
推
移
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
り

利
用
者
か
ら
利
用
し
や
す
い

時
間
帯
設
定
と
料
金
設
定
に

つ
い
て
受
付
業
務
の
関
係
者

　
　
令
和
元
年
に
料
金
変
更

さ
れ
た
そ
う
で
す
が
　
そ
の

い
き
さ
つ
に
つ
い
て
お
尋
ね

す
る
。

教
育
次
長

　今
後
と
も
粘
り
強
く
安
全
意
識
の
か
ん
養
に
努
め
る

　
　
未
だ
に
走
行
中
の
交
通

ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ

て
い
な
い
状
況
を
目
に
す
る
。

特
に
下
校
時
、
旧
町
内
の
生

活
道
路
で
の
、
３
列
４
列
の

並
ん
で
の
並
進
。
歩
行
者
や

自
転
車
、
自
動
車
の
方
に
迷

惑
を
か
け
て
い
る
、
危
険
に

さ
ら
す
走
行
を
す
れ
ば
大
事

故
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ

登
下
校
時
の
並
進
、
指
導
注
意
は

災
害
時
の
非
常
食
に
ゼ
リ
ー
飲
料
の
備
蓄
を

危
機
管
理
課
主
幹

　多
数
あ
る
商
品
を
精
査
し
今
後
検
討
し
て
い
く

　
　
幼
児
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
ど
の
世
代
で
も
食

べ
や
す
く
、
硬
い
も
の
が
食
　

べ
づ
ら
く
、
飲
み
込
む
こ
と

が
難
し
い
方
で
も
、
容
易
に

摂
取
で
き
、
子
ど
も
の
間
食

と
し
て
も
提
供
が
で
き
、
水

分
、
糖
分
、
食
物
繊
維
を
多

く
含
み
、
健
康
被
害
を
防
ぐ

効
果
も
期
待
さ
れ
、
５
年
間

常
温
保
存
が
で
き
る
栄
養
価

　
　
　
　
　
　
地
域
の
方
か

ら
、
特
に
一
旦
停
止
違
反
、

並
進
に
つ
い
て
情
報
を
伺
う

こ
と
が
あ
り
、
適
宜
適
切
に

　
　
　
　
　
　
教
員
だ
け
に

任
せ
る
の
は
負
担
が
大
き
く

限
界
が
あ
る
。
地
域
学
校
協

働
本
部
の
議
論
の
中
で
、
地

域
の
方
に
も
一
定
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

る
。
入
学
し
て
か
ら
走
行
が

変
わ
る
こ
と
は
非
常
に
残
念

で
す
。
並
進
に
つ
い
て
ど
の

様
な
指
導
注
意
を
し
て
い
る

の
か
。

帰
り
会
で
指
導
注
意
喚
起
な

ど
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
交

通
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
指

導
に
加
え
て
、
安
全
の
本
質

を
理
解
さ
せ
生
徒
自
ら
行
動

を
律
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
今
後
と
も
粘
り
強
く
安
全

意
識
の
か
ん
養
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害

か
ら
身
を
守
る
に
は
自
助
が

重
要
で
、
自
助
と
し
て
、
家

庭
内
備
蓄
の
飲
食
料
を
少
な

く
と
も
５
日
分
、
で
き
れ
ば

７
日
分
、
共
助
と
し
て
、
自

主
防
災
組
織
で
も
飲
食
料
の

備
蓄
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
で

備
蓄
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

一
般
家
庭
の
方
々
に
も
周
知

啓
発
を
し
て
行
く
予
定
で
あ

る
が
、
同
様
検
討
す
る
。

非
常
食
と
し
て
ゼ
リ
ー
飲
料

の
備
蓄
に
つ
い
て
は
、
多
数

あ
る
商
品
を
精
査
し
て
保
存

方
法
、
期
間
な
ど
を
ふ
ま
え

て
今
後
検
討
す
る
。

　
　
家
庭
内
備
蓄
の
ひ
と
つ

に
ゼ
リ
ー
飲
料
を
加
え
て
み

て
は
。
と
い
う
よ
う
な
周
知

啓
発
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
。

　
　
下
校
時
も
旧
町
内
の
生

活
道
路
で
の
立
哨
指
導
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
。

の
高
い
ゼ
リ
ー
飲
料
の
備
蓄

の
考
え
は
。

ライフストック

井上　弘治　議員
いのうえ　   こう   じ

と
協
議
の
う
え
現
在
の
料
金

体
系
に
改
定
し
て
い
る
。

レンタサイクル利用状況
平成２９年度

平成３０年度

令和　元年度

令和　２年度

１１０件

２４３件

４６８件

４６５件
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し
て
い
た
だ
く
こ
と

は
。

　
　
下
校
時
も
旧
町
内
の
生

活
道
路
で
の
立
哨
指
導
し
て

い
た
だ
く
こ
と
は
。

の
高
い
ゼ
リ
ー
飲
料
の
備
蓄

の
考
え
は
。

ライフストック

井上　弘治　議員
いのうえ　   こう   じ

と
協
議
の
う
え
現
在
の
料
金

体
系
に
改
定
し
て
い
る
。

レンタサイクル利用状況
平成２９年度

平成３０年度

令和　元年度

令和　２年度

１１０件

２４３件

４６８件

４６５件
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一
般
質
問

一
般
質
問

問

問

森
地
域
整
備
課
主
幹

井
原
健
康
増
進
課
長

森
地
域
整
備
課
主
幹

問

原
岡
教
育
次
長

原
岡
教
育
次
長

谷
川
町
長

問本
田
危
機
管
理
課
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
利

用
者
へ
の
周
知
は
足
り
な
か

っ
た
。
管
理
に
つ
い
て
は
ア

ダ
プ
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

の
協
働
も
含
め
て
考
え
て
み

た
い
。

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ

　
　
生
涯
学
習
講
座
は
、
こ

こ
数
年
で
講
座
数
が
少
な
く

な
っ
た
と
い
う
苦
情
を
聞
く
。

以
前
質
問
し
た
時
に
は
、
運

動
系
に
力
を
入
れ
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
。

　
英
会
話
や
料
理
教
室
な
ど

は
、
香
川
短
期
大
学
の
カ
ル

チ
ャ
ー
講
座
で
対
応
す
る
と

し
て
い
た
が
、
今
年
度
の
計

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
に
は

期
待
し
た
い
。
参
加
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
も
っ
と
参
考
に

す
る
べ
き
で
は
。
町
内
の
保

健
セ
ン
タ
ー
以
外
の
施
設
の

利
用
な
ど
は
。

生
涯
学
習
講
座
の
充
実
を

教
育
次
長

　審
議
委
員
会
で
講
座
を
選
定

公
園
や
歩
道
の
維
持
管
理
は

地
域
整
備
課
主
幹

　年
間
計
画
を
立
て
て
行
っ
て
い
る

　
　
公
園
や
歩
道
の
草
刈
り

な
ど
の
要
望
は
多
い
。
現
在

は
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
見

回
り
や
草
刈
り
な
ど
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
苦
情
は
活
か
さ
れ

て
い
る
の
か
。
公
園
の
草
刈

り
や
補
修
工
事
な
ど
の
時
期

の
決
め
方
や
住
民
へ
の
周
知

方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
講
座
に
つ
い

て
は
毎
年
12
月
に
公
民
館
運

営
審
議
会
で
意
見
を
頂
き
、

次
年
度
の
選
定
を
し
て
い
る
。

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
は
「
親
子

料
理
教
室
」
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
」
な
ど
４
講
座
を
予
定
。

　
　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
参
考

に
新
し
い
講
座
を
、
ま
た
タ

イ
ト
ル
も
魅
力
あ
る
も
の
に

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
に

つ
い
て
は
職
員
が
月
１
回
程

度
、
歩
道
に
つ
い
て
は
随
時

町
内
を
巡
回
し
、
場
所
に
よ

っ
て
年
１
回
〜
４
回
の
草
刈

り
を
実
施
、
苦
情
も
一
覧
に

し
て
時
期
を
参
考
に
し
て
い

る
。

　
公
園
の
補
修
は
広
報
に
掲

載
し
、
自
治
会
長
に
は
お
伝

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
後
の
計
画
は
。

え
し
て
い
る
。
草
刈
り
の
費

用
は
年
間
約
２
５
０
０
万
円

発
生
。

　
　
公
園
の
ト
イ
レ
改
修
の

際
、
工
事
日
程
な
ど
が
利
用

者
に
周
知
さ
れ
な
か
っ
た
。

苦
情
を
活
用
し
て
モ
ニ
タ
ー

に
、
こ
ま
め
な
情
報
発
信
を
。

要
望

　
　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト

や
議
員
か
ら
の
意
見
を
参
考

に
し
て
、
審
議
会
で
検
討
す

る
。

　
　
　
　
　
健
康
増
進
課
、

危
機
管
理
課
で
の
見
解
の
相

違
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
の
中
で

今
の
状
態
に
な
っ
て
お
り
、

次
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
て
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
も
検
討
し
て
い

る
。

濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お

　
　
９
月
上
旬
か
ら
文
部
科

学
省
が
、
全
国
の
小
中
学
校
、

幼
稚
園
に
80
万
回
分
の
抗
原

検
査
簡
易
キ
ッ
ト
の
配
布
を

決
め
た
。
検
査
の
対
象
は
教

職
員
で
あ
る
。
保
健
所
の
調

査
で
は
濃
厚
接
触
者
か
ら
外

れ
た
場
合
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場

合
に
活
用
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

と
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
組
み

合
わ
せ
で
の
対
応
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

　
ま
た
宿
泊
療
養
、
自
宅
療

養
の
方
に
は
「
血
中
酸
素
濃

度
計
」
の
貸
し
出
し
は
可
能

か
、
最
近
で
は
家
庭
感
染
が

増
え
て
自
宅
療
養
の
場
合
食

事
等
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に

担
保
さ
れ
て
い
る
か
。
　

抗
原
検
査
簡
易
キ
ッ
ト
等
の
導
入
を

　

健
康
増
進
課
長

　町
と
し
て
実
施
す
る
事
は
難
し
い

危
機
管
理
課
主
幹

　引
き
続
き
検
討
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
国
発
出

文
書
中
に
、
抗
体
検
査
は
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
と
比
べ
感
度

が
低
い
可
能
性
が
あ
り
、
無

症
状
者
へ
の
検
査
は
推
奨
さ

れ
な
い
と
あ
る
。
発
熱
等
症

状
が
あ
る
方
の
検
査
に
用
い

る
な
ど
の
ル
ー
ル
の
基
で
使

用
す
べ
き
と
考
え
る
。
次
に
、

血
中
酸
素
濃
度
計
の
貸
与
と
、

自
宅
療
養
者
へ
の
食
料
支
援

は
、
県
と
高
松
市
の
保
健
所

の
事
業
で
、
宿
泊
療
養
者
全

員
に
血
中
酸
素
濃
度
計
を
貸

与
し
、
自
宅
療
養
者
に
は
血

中
酸
素
濃
度
計
の
貸
与
や
食

料
支
援
が
必
要
か
確
認
し
実

施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月

に
検
査
キ
ッ
ト
の
導
入
の
検

討
を
行
い
ま
し
た
が
、
課
題

は
キ
ッ
ト
に
使
用
期
限
が
あ

り
在
庫
を
無
駄
な
く
使
用
す

る
こ
と
で
あ
り
、
検
査
キ
ッ

ト
の
特
性
を
踏
ま
え
キ
ッ
ト

が
必
要
な
場
合
は
町
内
医
療

機
関
へ
事
前
に
数
量
を
伝
え

て
購
入
し
、
在
庫
を
持
た
な

い
方
が
賢
明
で
あ
る
と
判
断

し
た
。
現
在
備
蓄
は
行
っ
て

い
な
い
が
有
効
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
継
続
し
て
検
討
す

る
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

問

問

森
地
域
整
備
課
主
幹

井
原
健
康
増
進
課
長

森
地
域
整
備
課
主
幹

問

原
岡
教
育
次
長

原
岡
教
育
次
長

谷
川
町
長

問本
田
危
機
管
理
課
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
利

用
者
へ
の
周
知
は
足
り
な
か

っ
た
。
管
理
に
つ
い
て
は
ア

ダ
プ
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

の
協
働
も
含
め
て
考
え
て
み

た
い
。

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ

　
　
生
涯
学
習
講
座
は
、
こ

こ
数
年
で
講
座
数
が
少
な
く

な
っ
た
と
い
う
苦
情
を
聞
く
。

以
前
質
問
し
た
時
に
は
、
運

動
系
に
力
を
入
れ
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
が
。

　
英
会
話
や
料
理
教
室
な
ど

は
、
香
川
短
期
大
学
の
カ
ル

チ
ャ
ー
講
座
で
対
応
す
る
と

し
て
い
た
が
、
今
年
度
の
計

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
に
は

期
待
し
た
い
。
参
加
者
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
も
っ
と
参
考
に

す
る
べ
き
で
は
。
町
内
の
保

健
セ
ン
タ
ー
以
外
の
施
設
の

利
用
な
ど
は
。

生
涯
学
習
講
座
の
充
実
を

教
育
次
長

　審
議
委
員
会
で
講
座
を
選
定

公
園
や
歩
道
の
維
持
管
理
は

地
域
整
備
課
主
幹

　年
間
計
画
を
立
て
て
行
っ
て
い
る

　
　
公
園
や
歩
道
の
草
刈
り

な
ど
の
要
望
は
多
い
。
現
在

は
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
見

回
り
や
草
刈
り
な
ど
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
苦
情
は
活
か
さ
れ

て
い
る
の
か
。
公
園
の
草
刈

り
や
補
修
工
事
な
ど
の
時
期

の
決
め
方
や
住
民
へ
の
周
知

方
法
は
。

　
　
　
　
　
　
講
座
に
つ
い

て
は
毎
年
12
月
に
公
民
館
運

営
審
議
会
で
意
見
を
頂
き
、

次
年
度
の
選
定
を
し
て
い
る
。

カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
は
「
親
子

料
理
教
室
」
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
」
な
ど
４
講
座
を
予
定
。

　
　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
も
参
考

に
新
し
い
講
座
を
、
ま
た
タ

イ
ト
ル
も
魅
力
あ
る
も
の
に

し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
公
園
に

つ
い
て
は
職
員
が
月
１
回
程

度
、
歩
道
に
つ
い
て
は
随
時

町
内
を
巡
回
し
、
場
所
に
よ

っ
て
年
１
回
〜
４
回
の
草
刈

り
を
実
施
、
苦
情
も
一
覧
に

し
て
時
期
を
参
考
に
し
て
い

る
。

　
公
園
の
補
修
は
広
報
に
掲

載
し
、
自
治
会
長
に
は
お
伝

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

コ
ロ
ナ
後
の
計
画
は
。

え
し
て
い
る
。
草
刈
り
の
費

用
は
年
間
約
２
５
０
０
万
円

発
生
。

　
　
公
園
の
ト
イ
レ
改
修
の

際
、
工
事
日
程
な
ど
が
利
用

者
に
周
知
さ
れ
な
か
っ
た
。

苦
情
を
活
用
し
て
モ
ニ
タ
ー

に
、
こ
ま
め
な
情
報
発
信
を
。

要
望

　
　
　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト

や
議
員
か
ら
の
意
見
を
参
考

に
し
て
、
審
議
会
で
検
討
す

る
。

　
　
　
　
　
健
康
増
進
課
、

危
機
管
理
課
で
の
見
解
の
相

違
が
あ
る
と
思
っ
て
い
る
、

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
の
中
で

今
の
状
態
に
な
っ
て
お
り
、

次
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え
て
オ
ン

ラ
イ
ン
講
座
も
検
討
し
て
い

る
。

濵中　保夫　議員
はまなか　    やす お

　
　
９
月
上
旬
か
ら
文
部
科

学
省
が
、
全
国
の
小
中
学
校
、

幼
稚
園
に
80
万
回
分
の
抗
原

検
査
簡
易
キ
ッ
ト
の
配
布
を

決
め
た
。
検
査
の
対
象
は
教

職
員
で
あ
る
。
保
健
所
の
調

査
で
は
濃
厚
接
触
者
か
ら
外

れ
た
場
合
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が

で
き
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場

合
に
活
用
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

と
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
組
み

合
わ
せ
で
の
対
応
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

　
ま
た
宿
泊
療
養
、
自
宅
療

養
の
方
に
は
「
血
中
酸
素
濃

度
計
」
の
貸
し
出
し
は
可
能

か
、
最
近
で
は
家
庭
感
染
が

増
え
て
自
宅
療
養
の
場
合
食

事
等
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に

担
保
さ
れ
て
い
る
か
。
　

抗
原
検
査
簡
易
キ
ッ
ト
等
の
導
入
を

　

健
康
増
進
課
長

　町
と
し
て
実
施
す
る
事
は
難
し
い

危
機
管
理
課
主
幹

　引
き
続
き
検
討
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
国
発
出

文
書
中
に
、
抗
体
検
査
は
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
な
ど
と
比
べ
感
度

が
低
い
可
能
性
が
あ
り
、
無

症
状
者
へ
の
検
査
は
推
奨
さ

れ
な
い
と
あ
る
。
発
熱
等
症

状
が
あ
る
方
の
検
査
に
用
い

る
な
ど
の
ル
ー
ル
の
基
で
使

用
す
べ
き
と
考
え
る
。
次
に
、

血
中
酸
素
濃
度
計
の
貸
与
と
、

自
宅
療
養
者
へ
の
食
料
支
援

は
、
県
と
高
松
市
の
保
健
所

の
事
業
で
、
宿
泊
療
養
者
全

員
に
血
中
酸
素
濃
度
計
を
貸

与
し
、
自
宅
療
養
者
に
は
血

中
酸
素
濃
度
計
の
貸
与
や
食

料
支
援
が
必
要
か
確
認
し
実

施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
月

に
検
査
キ
ッ
ト
の
導
入
の
検

討
を
行
い
ま
し
た
が
、
課
題

は
キ
ッ
ト
に
使
用
期
限
が
あ

り
在
庫
を
無
駄
な
く
使
用
す

る
こ
と
で
あ
り
、
検
査
キ
ッ

ト
の
特
性
を
踏
ま
え
キ
ッ
ト

が
必
要
な
場
合
は
町
内
医
療

機
関
へ
事
前
に
数
量
を
伝
え

て
購
入
し
、
在
庫
を
持
た
な

い
方
が
賢
明
で
あ
る
と
判
断

し
た
。
現
在
備
蓄
は
行
っ
て

い
な
い
が
有
効
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
継
続
し
て
検
討
す

る
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

問

問

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

古
川
ま
ち
づ
く
り
課
長

問

磯
崎
保
健
福
祉
課
長

本
田
危
機
管
理
課
主
幹

問　
　
空
き
家
対
策
は
、
人
口

減
少
時
代
の
わ
が
国
に
は
大

き
な
政
策
課
題
で
あ
る
。
過

去
に
も
こ
れ
に
関
す
る
質
疑

を
し
て
き
た
が
、
再
度
こ
の

問
題
を
取
り
上
げ
た
の
は
、

国
交
省
の
「
住
宅
市
場
を
活

用
し
た
空
き
家
対
策
モ
デ
ル

事
業
」
に
、
本
町
が
採
択
さ

れ
た
と
、
町
公
報
で
知
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
お
尋
ね
す
る
。
こ

れ
ま
で
の
空
き
家
対
策
に
お

け
る
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
た
か
。

そ
の
上
で
今
回
の
事
業
の
意

義
と
、
そ
れ
が
「
宇
多
津
町

空
き
家
等
対
策
計
画
」
の
推

進
力
に
な
る
の
か
、
展
望
を

伺
い
た
い
。

　
　
案
内
の
方
法
と
し
て
、

対
象
者
に
、
個
別
に
連
絡
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

空
き
家
対
策
モ
デ
ル
事
業
に
つ
い
て

ま
ち
づ
く
り
課
長

　空
き
家
所
有
者
の
危
機
意
識
を
喚
起
す
る

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
、

課
題
や
成
果
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
十
年
に
空
き
家
等
実

態
調
査
を
実
施
し
、
全
域
で

二
百
十
八
戸
、
空
き
家
率
三

・
九
％
で
、
地
区
別
で
は
歴

史
的
街
並
み
の
旧
市
街
地
と

そ
の
周
辺
に
多
く
分
布
し
て

い
る
。
ま
た
高
齢
化
が
進
む

旧
市
街
地
周
辺
で
は
今
後
も

空
き
家
が
増
加
す
る
と
推
測

さ
れ
る
。
調
査
結
果
を
受
け

て
、
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
や

支
援
事
業
な
ど
を
進
め
て
い

る
が
、
相
談
も
少
な
く
、
住

民
の
空
き
家
に
対
す
る
危
機

意
識
が
薄
い
こ
と
が
課
題
と

思
わ
れ
る
。

　
こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、

各
種
団
体
な
ど
と
連
携
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
納
税

通
知
書
な
ど
に
周
知
文
書
を

同
封
し
た
り
、
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
な
ど
で
特
定
の
所
有
者
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
て
い

る
。

藍川　佳津樹　議員
あいかわ　　 か　づ　き

空
き
家
予
防
等
の
周
知
・
啓

発
や
専
門
家
と
の
連
携
に
よ

る
空
き
家
相
談
窓
口
体
制
の

整
備
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
国
交

省
の
モ
デ
ル
事
業
の
中
の「
空

き
家
に
関
す
る
相
談
窓
口
等

の
民
間
連
携
を
行
う
事
業
」

に
「
一
般
社
団
法
人
空
き
家

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
と
い
う
団

体
と
連
携
す
る
地
方
公
共
団

体
と
し
て
採
択
さ
れ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
町
役
場
に

空
き
家
相
談
窓
口
を
設
け
、

行
政
と
専
門
家
が
連
携
・
協

力
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
問

題
解
決
で
き
る
体
制
を
整
備

す
る
。

　
　
昨
年
に
認
知
症
や
そ
の

疑
い
で
行
方
不
明
と
な
り
警

察
に
届
け
出
が
あ
っ
た
の
は

全
国
で
１
７
５
６
５
人
、
過

去
最
多
を
更
新
し
８
年
で
１

・
83
倍
に
な
っ
た
。
行
方
不

明
に
な
れ
ば
、
命
の
危
機
に

つ
な
が
り
か
ね
な
い
。
早
期

に
発
見
し
、
安
全
確
保
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容
の
周
知
を

危
機
管
理
課
主
幹

　災
害
の
可
能
性
状
況
な
ど
を
伝
え
る
機
会
を
検
討

認
知
症
行
方
不
明
者
の
発
見
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

保
健
福
祉
課
長

　「
ど
こ
い
っ
き
ょ
ん
事
業
」
な
ど
で
徘
徊
対
策

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
災

害
の
想
定
地
区
な
ど
の
方
々

へ
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内

容
や
避
難
場
所
を
い
か
に
認

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
27

年
度
か
ら
「
宇
多
津
町
認
知

症
高
齢
者
等
つ
な
が
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
ど
こ
い
っ
き
ょ

ん
）
事
業
」
を
実
施
し
、
徘

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

ま
た
、
き
め
細
か
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
も
重
要
で
あ

る
。
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

徊
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

認
知
症
高
齢
者
な
ど
に
係
る

情
報
を
事
前
に
登
録
し
て
も

ら
い
、
そ
の
情
報
を
町
や
警

察
・
消
防
な
ど
の
関
係
機
関

で
共
有
し
、
行
方
不
明
の
未

然
防
止
と
早
期
発
見
や
保
護

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

令
和
２
年
度
末
で
、
21
名
が

登
録
し
て
い
る
。
一
方
で
、

　
　
今
年
も
、
７
月
の
熱
海

の
土
石
流
や
８
月
の
記
録
的

な
大
雨
で
各
地
に
災
害
が
発

生
し
た
。
平
成
30
年
７
月
豪

雨
の
際
、
甚
大
な
被
害
の
倉

敷
市
真
備
町
で
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
知
っ
て
い
た
人

は
77
％
も
い
た
の
に
、
内
容

を
理
解
し
て
い
た
人
は
23
％

で
あ
っ
た
。
内
容
周
知
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

知
し
て
も
ら
う
か
が
重
要
で

あ
る
。
今
後
、
自
治
会
、
自

主
防
災
組
織
、
ま
た
そ
れ
以

外
の
世
帯
で
あ
る
一
定
数
の

世
帯
を
取
り
ま
と
め
て
く
れ

れ
ば
、
課
職
員
が
伺
い
、
災

害
の
可
能
性
の
状
況
や
マ
イ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
防
災
行
動

２
事
業
者
が
行
方
不
明
時
の

捜
索
協
力
者
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
声
か
け
や
見
守
り
、

行
方
不
明
発
生
時
の
情
報
提

供
、
協
力
依
頼
な
ど
「
ふ
れ

あ
い
見
守
り
活
動
」
と
し
て
、

16
事
業
所
と
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。
年
度
末
に
情
報
交

換
会
を
実
施
し
て
い
る
。

計
画
）
を
作
成
し
な
が
ら
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
通
し
て

伝
え
て
い
く
機
会
を
検
討
し

て
い
る
。
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香川県宇多津町うたづ議会だより

定例会「令和２年度一般会計歳入歳出決算認定」ほか
委員会審議「少子化対策」「学校管理費」ほか
町政を問う「改めて新型コロナ対策を」ほか
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昔
も
今
も
暮
ら
し
の
中
に
、
犬
や
猫

な
ど
は
身
近
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
そ
ば
に
い
る
だ
け
で
私
た
ち
の

心
に
寄
り
添
っ
て
気
持
ち
を
和
ら
げ
た

り
、
心
和
む
空
間
を
自
然
に
創
り
出
し
、

自
然
に
家
族
の
一
員
に
な
り
、
い
つ
の

間
に
か
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
は
ひ
と
り
散
歩
の
と
き
、

た
ま
に
は
犬
と
一
緒
に
散
歩
を
し
て
、

秋
か
ら
冬
へ
と
季
節
が
移
り
変
わ
っ
て

い
く
11
月
（
霜
月
）
の
自
然
の
風
を
感

じ
る
こ
と
で
違
っ
た
風
景
（
紅
葉
）
も

観
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
ス
ト
レ
ス

解
消
に
も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
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宇多津町議会から国へ意見書

ツワブキは、海沿いの草原や崖などに自生するキク科の植物です。

花言葉は「困難に負けない」

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
                     地方税財源の充実を求める意見書

　新型コロナウイルス感染症対策や財政需要の増加が見込まれる社会
保障等への対応に迫られている中、地方財政は来年度においても巨額
の財源不足が避けられない厳しい状況に直面している。地方自治体に
おいては、感染症対策はもとより地方創生、雇用対策、防災・減災対
策などの実現とともに、社会保障などの対応に迫られており、このた
めには地方税財源の充実が不可欠である。

　国においては、令和４年度地方財政対策や地方税制改正に向け、確
実に実現されるよう強く要望する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇多津町議会


